
肺癌の病期分類（TNM分類第8版）

※T因子の分類には、癌の大きさのほかに、周囲の組織・臓器への浸潤の程度も考慮されます。
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癌の大きさや広がりによる分類
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※T因子の分類には、癌の大きさのほかに、
周囲の組織・臓器への浸潤の程度も考慮されます。
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リンパ節転移や遠隔転移の有無による分類

※T因子の分類には、癌の大きさのほかに、

周囲の組織・臓器への浸潤の程度も考慮されます。
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肺癌の転移

●転移した病変によって
さまざまな症状が現れます。
症状がなく画像検査ではじめて
見つかる転移もあります。

●診断時点で、複数の臓器に
遠隔転移が見つかることも
あります。

非小細胞癌が転移しやすい場所


